
資

料
チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

黒奥

山木

恭＿

子郎

　
　
　
目
　
　
　
次

　
序一
、
チ
リ
家
族
法
の
沿
革

二
、
チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
成
立
の
経
緯

三
、
一
九
七
一
年
離
婚
法
の
審
議

　
L
　
法
学
教
育
研
究
協
会
の
作
業
経
過

　
a
　
「
一
九
七
二
年
フ
エ
ジ
ョ
法
案
」

　
欲
　
審
議
過
程
に
お
け
る
問
題
点

二
九
七
二
年
法
案
」
（
邦
訳
）

チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

序

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
独
立
革
命
は
、
一
八
〇
四
年
の
ハ
イ
チ
独
立
に

始
ま
り
、
一
八
九
八
年
の
キ
ュ
ー
バ
解
放
を
も
っ
て
一
応
の
終
結
を
み
た

が
、
し
か
し
そ
の
完
全
独
立
の
課
題
は
今
世
紀
に
も
持
ち
越
さ
れ
、
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

も
な
お
全
面
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
独
立
戦
争
の

第
一
課
題
で
あ
る
民
族
独
立
の
事
業
は
全
う
し
た
が
、
第
二
の
課
題
で
あ

る
社
会
革
命
は
完
遂
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
独
立
に
よ
る
新
国
家
で

は
、
植
民
地
時
代
か
ら
ひ
き
つ
い
だ
古
い
社
会
構
造
の
上
に
、
欧
米
諸
国

の
最
新
の
統
治
形
態
が
接
ぎ
木
さ
れ
た
。

七
一



チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

　
さ
て
、
現
在
こ
こ
数
年
の
間
、
資
本
主
義
国
に
お
い
て
も
社
会
主
義
国

に
お
い
て
も
、
離
婚
の
自
由
を
め
ぐ
る
立
法
化
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
世

論
を
あ
げ
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
離
婚
を
最
も
困
難
と
す
る

カ
ト
リ
ッ
ク
的
婚
姻
観
に
も
と
づ
く
諸
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
は
最
も
重

要
な
社
会
問
題
で
あ
る
が
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
い
て
も
例
外

　
　
（
2
）

で
は
な
い
。
も
と
よ
り
、
事
実
上
存
在
す
る
離
婚
的
現
象
を
い
か
な
る
法

形
態
と
し
て
立
法
化
し
、
あ
わ
せ
て
い
か
な
る
離
婚
原
因
を
法
定
化
す
る

か
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
世
論
を
沸
騰
さ
せ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
多
く
の
研
究
が
存
在
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
関
係
と
く
に
家
族
法
の
分
野
で
は
、
こ
の
領
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
比
較
家
族
法
の
研
究
意

義
は
大
き
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
家
族
法
の
動
向
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
背
景
を
な

し
て
い
る
社
会
的
・
思
想
的
・
宗
教
的
等
の
諸
条
件
を
無
視
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
い
ま
本
稿
に
お
い
て
は
、
最
近
入
手
し
得
た
若
干
の
文
献

に
も
と
づ
い
て
、
チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
動
向
を
探
り
、
一
九
七
二

年
法
案
を
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
一
九
七
一
年
に
、
チ
リ
で
は
長
年
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
離
婚
法
を
つ
く

る
た
め
の
大
が
か
り
な
審
議
が
開
始
さ
れ
、
歴
史
的
に
も
、
ま
た
チ
リ
の

　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

現
状
か
ら
し
て
も
、
画
期
的
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
そ
の
事
業
の
理
論
的
指
導
者
で
あ
っ
た
フ
エ
ジ
ョ
（
閏
ま
巻
）

七
二

教
授
の
作
成
し
た
法
案
の
訳
出
を
試
み
、
関
係
す
る
範
囲
内
で
解
説
を
行

　
　
　
　
　
（
6
）

な
う
こ
と
と
す
る
。

　
（
1
）
　
岩
波
講
座
、
世
界
歴
史
二
〇
巻
（
近
代
七
）
四
八
三
頁
、
高
橋
章
。

　
（
2
）
　
一
九
七
二
年
現
在
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
、

　
　
　
コ
・
ン
ビ
ア
、
チ
リ
、
ス
ペ
イ
ン
、
パ
ラ
グ
ァ
イ
の
七
力
国
が
離

　
　
　
婚
を
認
め
て
お
ら
ず
、
そ
の
大
部
分
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
集
中

　
　
　
し
て
い
る
o

　
（
3
）
　
家
族
関
係
で
は
、
「
ア
ル
ヘ
ン
テ
ィ
ナ
共
和
国
婚
姻
法
」
野
田

　
　
　
良
之
（
新
比
較
婚
姻
法
皿
、
九
六
七
頁
）
、
「
ブ
ラ
ジ
ル
合
衆
共
和

　
　
　
国
婚
姻
法
」
野
田
良
治
（
同
書
■
三
三
一
頁
）
が
あ
る
程
度
。

　
（
4
）
　
ラ
テ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
法
的
現
状
を
知
る
う
え
で
、
、
．
ピ
㊤
名
”
昌
創

　
　
　
∪
○
〈
Φ
一
8
目
①
暮
営
い
讐
『
》
ヨ
R
凶
8
．
．
（
国
震
ω
計
溶
い
ω
菊
●

　
　
　
国
巴
浮
一
S
g
O
鉾
q
。
勺
）
は
非
常
に
興
味
深
い
。
そ
れ
に
よ
る

　
　
　
と
、
家
族
、
夫
婦
お
よ
び
親
子
関
係
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
的

　
　
　
義
務
を
、
　
一
般
人
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
に
つ
き
、
ア
ン

　
　
　
ケ
ー
ト
調
査
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
パ
ー
セ
ソ
テ
ー
ジ
で
示

　
　
　
さ
れ
て
い
る
。
（
同
書
六
〇
四
頁
以
下
）

　
（
5
）
　
こ
の
間
、
チ
リ
で
は
政
変
が
あ
り
、
離
婚
法
審
議
が
継
続
さ
れ

　
　
　
た
の
か
、
ま
た
立
法
化
が
行
な
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
調
査

　
　
　
中
で
あ
る
が
、
未
だ
に
情
報
を
入
手
で
ぎ
な
い
。

　
（
6
）
　
本
稿
で
は
主
と
し
て
、
国
い
U
一
＜
O
国
9
0
“
ぎ
ω
捧
暮
o
号



U
8
8
0
置
o
国
く
①
ω
菖
α
q
8
陣
g
冒
は
＆
8
ω
4
一
〇
お
”
U
国
い
》

U
H
ω
O
U
d
g
O
Z
U
国
い
鼠
》
↓
閑
一
竃
0
2
一
〇
廟
国
●
＜
o
一
器
8
●
一
‘

一
〇
お
”
　
日
＜
○
勾
9
0
”
霧
建
鎌
○
号
α
①
お
昌
o
o
三
一
8
箏

窓
轟
α
9
寓
Φ
導
餌
昌
ピ
帥
肖
巴
昌
困
0
9
お
8
を
参
照
し
た
。

－
、
チ
リ
家
族
法
の
沿
革

　
婚
姻
非
解
消
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
に
由
来
す
る
こ
と
は
、
聖
書
を
引

用
し
、
あ
る
い
は
自
然
的
・
理
性
的
要
請
と
し
て
説
明
さ
れ
る
と
こ
ろ

　
　
（
1
）

で
あ
り
、
離
婚
を
扱
う
場
合
に
は
ま
ず
、
婚
姻
事
件
の
世
俗
化
が
問
題
と

な
る
。
そ
こ
で
、
チ
リ
で
は
婚
姻
事
件
の
管
轄
が
ど
の
よ
う
に
し
て
宗
教

裁
判
所
か
ら
世
俗
の
裁
判
所
に
移
っ
た
か
を
中
心
に
、
チ
リ
家
族
法
の
沿

革
を
検
討
す
る
。

　
チ
リ
独
立
の
当
初
、
婚
姻
は
カ
ノ
ン
法
（
U
巽
0
9
0
9
ま
巳
8
）
が
施

行
さ
れ
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
統
治
さ
れ
て
い
た
。
婚
姻
に
関
す
る

最
初
の
法
律
が
公
布
さ
れ
た
の
は
、
一
八
二
〇
年
一
一
月
九
日
で
あ
る
。

同
法
は
、
二
二
才
以
下
の
女
性
お
よ
び
二
四
才
以
下
の
男
性
に
対
し
、
婚

姻
を
締
結
す
る
際
、
父
・
母
な
い
し
は
祖
父
の
同
意
を
得
る
義
務
を
課
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
決
定
し
た
の
は
教
会
で
は
な
く
、
上
院
諮
問

委
員
会
（
ω
窪
鑑
o
O
o
霧
葺
o
）
で
あ
っ
た
。

　
一
八
四
四
年
八
月
二
四
日
、
い
わ
ゆ
る
非
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
婚
姻
法

が
公
布
さ
れ
た
。
同
法
は
、
非
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク

チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

教
会
の
儀
式
を
遵
守
せ
ず
に
婚
姻
の
式
を
挙
げ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
教

会
の
代
表
と
し
て
で
は
な
く
、
信
仰
の
使
者
と
し
て
の
司
祭
（
自
轟

忌
畦
0
8
）
の
介
入
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
司
祭
に

対
し
て
、
婚
姻
の
登
録
を
司
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
お
り
（
同
法
第
八
二

条
）
、
こ
れ
が
チ
リ
に
お
け
る
身
分
登
録
制
度
（
お
α
q
韓
3
9
芭
）
の
準

備
段
階
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
八
五
五
年
二
一
月
一
四
日
、
民
法
典
（
O
＆
蒔
o
息
色
）
が
公
布
さ

れ
た
。
し
か
し
、
教
会
の
権
限
と
の
抵
触
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
状
態
が

維
持
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
現
在
締
結
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
す
で
に
締
結
し
た
婚
姻
の
有
効
性
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
教
会
の

権
限
に
属
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
婚
姻
障
害
（
ぎ
速
良
目
窪
8
ω
）
で
あ

る
と
宣
言
し
た
こ
と
を
、
民
法
も
ま
た
そ
れ
と
し
て
認
め
、
障
害
の
存
在

に
つ
い
て
決
定
し
、
そ
の
特
免
を
許
可
す
る
こ
と
も
、
教
会
の
権
限
に
属

す
る
（
民
法
第
一
〇
三
条
）
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

間
の
婚
姻
は
、
教
会
の
定
め
る
儀
式
で
挙
行
さ
れ
、
そ
の
遂
行
を
監
督
す

る
の
は
教
会
の
権
限
で
あ
る
（
同
第
一
一
七
条
）
が
、
一
方
、
非
カ
ト
リ

ッ
ク
教
徒
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
カ

ト
リ
ッ
ク
教
以
外
の
宗
教
を
信
奉
す
る
者
が
、
チ
リ
国
内
で
婚
姻
を
締
結

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
次
の
二
要
件
に
従
っ
て
、
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
一
は
、
絶
対
無
効
（
ぎ
冨
島
ヨ
窪
8
ω
α
注
ヨ
①
ロ
富
ω
）
、
両
親

お
よ
び
祖
父
母
（
器
8
包
宙
韓
霧
）
も
し
く
は
後
見
人
（
o
貫
幾
興
窃
）

七
三



チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

の
許
可
お
よ
び
そ
の
他
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
民
法
お
よ
び
教
会
法
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
従
う
こ
と
。
そ
の
二
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
正
当
権
限

あ
る
僧
侶
（
器
8
鼠
o
富
）
と
証
人
二
人
の
面
前
で
婚
姻
を
締
結
す
る
こ

と
は
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
お
互
い

に
夫
婦
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
。
ま
た
こ
れ
を
行
な
う

場
合
、
他
の
い
か
な
る
儀
式
も
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
婚
姻
を
解
消
す
る
判
決
を
下
す
こ
と
は
、
教
会
の
権
限
に
属

す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
同
第
一
二
三
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち

　
カ
ノ
ン
法
が
認
め
て
い
る
肉
体
の
分
離
（
ω
。
短
轟
9
目
号
8
0
壱
8
）

i
民
法
典
で
は
別
居
（
＆
〈
○
鼠
o
）
1
に
つ
い
て
は
、
第
一
六
八
条
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
別
居
（
＆
ぎ
鼠
o
）
裁
判
は
、
教
会
の
権
限
に
属
す

る
。
別
居
の
民
事
上
の
諸
効
果
（
す
な
わ
ち
、
夫
婦
の
財
産
、
人
身
の
解

放
、
子
供
の
養
育
・
教
育
等
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
）
は
、
民
事
法
お

よ
び
そ
の
裁
判
管
轄
に
よ
っ
て
の
み
規
制
さ
れ
る
。
」
と
。

　
そ
の
後
、
一
八
七
五
年
一
〇
月
一
五
日
の
裁
判
所
構
成
法
（
い
昌
O
お
・

ぎ
一
8
留
↓
は
げ
巨
巴
①
の
）
は
、
非
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
婚
姻
の
有
効
性
に

関
し
、
あ
る
い
は
非
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
儀
式
に
従
っ
て
結
婚
し
た
夫
婦
間

の
、
一
時
的
も
し
く
は
永
久
別
居
（
＆
＜
9
9
0
富
ヨ
宕
壁
一
〇
唱
R
需
言
○

（
ω
8
畦
8
一
8
）
）
に
関
し
間
題
と
な
っ
て
い
る
訴
訟
の
取
扱
い
を
、
民
事

裁
判
所
（
霞
一
び
暮
巴
9
註
）
に
移
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
チ
リ
に
お
け
る
婚
姻
の
世
俗
化
（
の
8
三
胃
凶
鋸
9
3
）

七
四

は
、
一
八
八
四
年
の
民
事
婚
姻
法
（
い
亀
号
冒
暮
ユ
日
○
艮
o
o
三
一
一
〇。
o。
ト

一
」
O
）
に
始
ま
る
と
言
え
よ
う
。
と
く
に
、
同
法
の
最
初
の
三
力
条
は
、

次
の
よ
う
に
世
俗
化
を
確
立
し
て
い
る
。

　
第
一
条
本
法
の
規
定
に
準
拠
し
た
挙
式
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
婚
姻

は
、
民
事
上
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

　
婚
姻
す
べ
ぎ
当
事
者
（
8
暮
β
巻
導
①
の
）
に
と
っ
て
、
彼
ら
が
属
し
て
い

る
宗
教
が
規
定
す
る
要
件
お
よ
び
形
式
に
従
う
か
否
か
は
自
由
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
要
件
や
形
式
性
を
問
題
に
す
る
の
は
、
婚
姻
の
有
効
性

を
決
定
す
る
た
め
で
も
、
民
事
上
の
効
果
を
規
正
す
る
た
め
で
も
な
い
。

　
第
二
条
本
法
の
遵
守
に
と
も
な
う
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
審
理
お
よ
び
決

定
は
、
民
事
裁
判
所
の
管
轄
と
な
る
。

　
第
三
条
本
法
の
効
力
発
生
以
前
に
締
結
さ
れ
た
婚
姻
の
、
別
居
お
よ

び
無
効
に
関
す
る
事
件
の
審
理
お
よ
び
決
定
も
同
様
、
民
事
裁
判
所
の
管

轄
と
な
る
。

　
チ
リ
の
戸
籍
法
（
ピ
2
号
閑
紹
耳
8
Ω
＜
ε
は
、
民
事
婚
姻
法
と
同

じ
一
八
八
四
年
の
七
月
一
七
日
に
最
初
の
も
の
が
公
布
さ
れ
、
翌
一
八
八

五
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
三
〇
年
二
月
一
〇
日

の
戸
籍
に
関
す
る
法
令
第
四
八
○
八
号
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
は

民
事
婚
姻
法
に
重
要
な
修
正
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
民
事
婚
よ
り

先
に
宗
教
上
の
婚
姻
が
締
結
さ
れ
た
場
合
の
諸
状
況
は
、
同
法
第
四
三
条

に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
。



　
ま
ず
、
身
分
登
録
官
（
O
瀞
巨
8
一
図
畠
馨
8
Ω
〈
ε
の
面
前
で
の

婚
姻
を
行
な
わ
な
い
う
ち
に
宗
教
上
の
婚
姻
の
儀
式
を
挙
行
し
た
場
合
、

こ
の
儀
式
か
ら
八
日
以
内
に
、
身
分
登
録
官
の
面
前
で
婚
姻
を
締
結
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
法
律
上
の
婚
姻
障
害
（
言
℃
＆
冒
o
導
8
）
も

し
く
は
禁
止
婚
（
冥
o
匡
匡
9
8
窃
）
の
場
合
は
例
外
で
あ
る
。
こ
の
義
務

を
履
行
し
な
い
場
合
、
一
〇
〇
な
い
し
一
〇
〇
〇
ペ
ソ
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
、
そ
れ
は
国
庫
に
帰
属
す
る
。
民
事
上
の
婚
姻
が
、
前
述
の
八
日
間

後
、
刑
事
手
続
の
開
始
以
前
に
行
な
わ
れ
た
場
合
、
裁
判
官
は
万
全
を
期

し
て
罰
を
規
正
し
、
罰
を
免
ず
る
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
る
。
夫
婦
の
一
方

の
訴
に
よ
っ
て
訴
訟
手
続
が
開
始
し
、
そ
の
判
決
が
下
さ
れ
る
前
に
挙
式

が
と
り
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
刑
は
科
せ
ら
れ
な
い
。
ま
た
罰
金
を
科

し
た
判
決
が
執
行
さ
れ
て
か
ら
一
〇
目
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
挙

式
で
き
な
い
よ
う
な
障
害
禁
止
事
由
が
存
在
し
な
い
の
に
、
民
事
婚
の
挙

式
を
挙
行
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
程
度
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
低

の
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
。
以
上
の
す
べ
て
の
場
合
、
夫
婦
が
民
事
上
の
婚

姻
を
締
結
す
る
な
ら
ば
、
訴
訟
は
終
了
し
、
刑
は
免
除
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
は
、
い
か
な
る
身
分
登
録
官
の
面
前
に
お
い
て
も
な
す
こ
と
が
で
き
る

が
、
戸
籍
簿
に
こ
の
状
況
を
証
明
す
る
も
の
を
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
戸
籍
法
を
め
ぐ
る
訴
訟
を
提
起
で
き
る
の
は
、
侮
辱
を
受

け
た
婚
姻
当
事
者
（
8
導
声
巻
暮
o
o
け
民
置
o
）
、
そ
の
法
定
代
理
人
（
お
－

冥
8
。
暮
習
富
一
茜
巴
）
、
身
分
登
録
官
お
よ
び
国
務
大
臣
（
召
巳
馨
践
o

チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

℃
5
一
一
8
）
の
み
で
あ
り
、
そ
の
訴
訟
を
審
理
す
る
の
は
、
宗
教
上
の
婚
姻

を
締
結
し
た
日
に
、
加
害
当
事
者
が
住
所
を
有
し
て
い
た
管
轄
区
の
刑
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

担
当
裁
判
官
（
冒
9
留
冨
窪
器
窪
一
〇
9
目
一
旨
一
）
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
民
事
上
の
状
況
を
構
成
す
る
事
実
の
証
明
に
司

祭
が
関
与
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
法
令
第
四
八

○
八
号
の
第
一
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
『
出
産
、
婚
姻
、
死
亡
お
よ
び
人
の
身
分
に
関
す
る
そ
の
他
の
行
為
お

よ
び
契
約
の
登
録
は
、
本
法
が
規
定
す
る
公
務
員
に
よ
り
、
戸
籍
簿
に
な

さ
れ
る
。
』

　
チ
リ
で
は
、
別
居
（
ω
8
霞
8
一
自
号
窪
①
∈
o
ω
）
の
み
が
存
在
す
る
。

し
か
し
、
民
事
婚
姻
法
は
そ
れ
を
“
デ
ィ
ボ
ル
シ
オ
”
（
＆
ぎ
且
o
）
と
称

す
る
。
こ
の
デ
ィ
ボ
ル
シ
オ
は
、
婚
姻
を
解
消
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、

夫
婦
間
の
共
同
生
活
を
停
止
す
る
に
す
ぎ
な
い
（
同
法
第
一
九
条
）
。
そ

の
原
因
は
、
次
の
も
の
の
み
で
あ
る
。

　
ω
　
妻
も
し
く
は
夫
の
姦
通
（
区
鼠
冨
二
〇
）
。

　
②
　
文
書
も
し
く
は
口
頭
に
よ
る
、
重
大
か
つ
反
復
的
な
虐
待
（
ヨ
巴
8

　
　
霞
暮
9
日
一
〇
旨
o
ω
）
。

　
㈹
　
夫
婦
の
一
方
が
、
他
の
一
方
の
生
命
、
名
誉
、
財
産
に
対
す
る
犯

　
　
罪
の
既
遂
も
し
く
は
未
遂
に
お
い
て
、
犯
人
（
四
暮
a
）
、
煽
動
者

　
　
（
日
ω
一
蒔
＆
興
）
も
し
く
は
共
犯
者
（
9
日
覧
一
8
）
で
あ
る
こ
と
。

　
ω
　
夫
が
妻
に
売
春
（
冥
o
畳
ε
ε
を
強
要
す
る
こ
と
。

七
五



チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

　
⑤
夫
の
貧
欲
が
、
妻
か
ら
生
活
必
需
品
を
奪
う
ま
で
に
至
っ
た
場
合
。

　
⑥
　
法
律
上
の
理
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
妻
が
夫
に
従
う
こ
と

　
　
を
拒
む
場
合
。

　
の
　
家
族
を
遺
棄
し
た
場
合
、
も
し
く
は
正
当
理
由
な
し
に
、
夫
婦
と

　
　
し
て
の
義
務
の
遂
行
を
拒
否
す
る
場
合
。

　
⑧
　
正
当
な
理
由
の
な
い
三
年
以
上
の
不
在
。

　
⑨
　
遊
興
、
酩
酊
も
し
く
は
浪
費
の
常
習
癖
。

　
⑩
　
不
治
の
、
も
し
く
は
伝
染
性
の
重
病
。

　
⑪
　
夫
婦
の
一
方
の
、
犯
罪
（
R
ぎ
聲
）
も
し
く
は
軽
犯
罪
（
巴
ヨ
豆
o

　
　
α
o
犀
o
）
に
よ
る
処
刑
。

　
⑫
　
子
を
虐
待
し
、
そ
の
生
命
を
危
険
に
お
ち
い
れ
さ
せ
た
場
合
。

　
⑬
　
自
ら
子
を
堕
落
さ
せ
た
か
、
も
し
く
は
共
犯
関
係
に
あ
っ
た
場
合
。

　
こ
れ
ら
諸
原
因
に
よ
り
、
一
時
的
も
し
く
は
永
久
別
居
が
成
立
す
る

が
、
⑤
、
⑥
、
⑧
お
よ
び
⑫
は
一
時
別
居
の
原
因
と
し
か
な
り
得
な
い
。

（
1
）
「
婚
姻
非
解
消
主
義
」
に
つ
い
て
は
、
教
会
法
の
多
く
の
研
究
が

あ
り
、
そ
の
一
々
の
引
用
は
省
く
が
、
チ
リ
独
立
前
施
行
さ
れ
て
い
た
本

国
た
る
ス
ペ
イ
ン
の
「
婚
姻
非
解
消
」
に
つ
い
て
は
、
旨
o
ω
似
O
帥
の
鼠
昌

↓
o
び
＆
器
鴇
U
Φ
お
9
0
0
一
丘
一
8
短
諏
o
一
8
目
目
慾
昌
『
剛
o
量
ど
一
〇
脇
。

が
詳
細
で
あ
る
旨
、
野
田
良
之
著
「
エ
ス
パ
ニ
ア
婚
姻
法
」
　
（
新
比
較

姻
婚
法
五
五
〇
〇
頁
）
に
指
摘
が
あ
る
。

七
六

（
2
）
　
チ
リ
の
最
高
裁
は
、
法
令
第
四
八
○
八
号
第
三
五
条
に
規
定
さ

れ
た
身
分
登
録
官
の
面
前
で
な
さ
れ
な
か
っ
た
婚
姻
は
一
切
無
効
と
す

る
態
度
を
取
り
、
こ
れ
が
事
実
上
の
離
婚
へ
の
抜
け
道
と
し
て
利
用
さ

れ
た
（
冒
90
図
国
げ
⑦
営
の
什
①
ぎ
二
≦
四
畦
富
晦
①
ω
鼠
獣
一
淳
ざ
∪
貯
0
8
①
90
昌
α

浮
ゆ
ピ
四
ヨ
一
〇
認
■
マ
お
刈
）
。

二
、
チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
成
立
の
経
緯

　
一
八
八
四
年
の
民
事
婚
姻
法
は
、
教
会
法
の
影
響
の
下
で
、
、
．
＆
ぎ
鼠
o

〈
言
〇
三
畦
（
絆
か
ら
の
完
全
な
離
婚
）
、
．
で
は
な
く
て
、
単
な
る
肉
体
の

分
離
（
ω
8
胃
8
ま
け
8
霊
o
壱
o
ω
）
す
な
わ
ち
別
居
を
規
定
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
言
葉
の
上
で
は
、
こ
れ
に
、
、
＆
ぎ
鼠
o
．
、
と
い
う
用
語
を
与

え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
来
の
意
味
で
の
、
．
島
ぎ
鼠
o
．
、
を
創
設

し
よ
う
と
す
る
意
図
は
、
同
法
と
同
時
期
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。

　
一
八
八
四
年
の
民
事
婚
姻
法
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
リ
カ
ル
ド
・
レ
テ

リ
ェ
ー
ル
（
困
8
鼠
o
冨
琶
醇
）
議
員
が
、
一
八
七
五
年
に
提
出
し
た
試

案
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
前
書
き
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「
離
婚
は
家
族
の
利
益
に
お
い
て
多
少
は
妥
協
す
る
。
そ
し
て

多
く
の
場
合
、
一
時
的
な
紛
争
や
不
和
を
忘
れ
さ
せ
る
の
に
は
、
一
時
的

別
居
（
ω
①
冒
轟
9
欝
富
目
B
声
一
）
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
」
と
。

　
こ
の
試
案
は
、
一
八
八
三
年
に
な
っ
て
や
っ
と
、
委
員
会
に
報
告
さ

れ
、
こ
れ
を
討
議
し
た
際
、
マ
ヌ
エ
ル
・
ノ
ボ
ア
　
（
寓
き
ま
一
Z
o
＜
8
）



議
員
は
、
「
チ
リ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う

な
、
世
界
中
の
多
く
の
進
歩
的
な
国
の
方
法
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
諸
国
は
離
婚
を
立
法
化
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
完
全
離
婚
の
導

入
を
提
唱
し
た
。
し
か
し
、
た
っ
た
二
票
の
同
意
票
し
か
得
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
結
末
に
終
っ
た
。
し
か
し
反
対
論
の
な
か
に
は
、
エ
ン
リ
ケ
・

マ
ッ
ク
イ
ベ
ル
（
国
旨
β
ま
匡
8
・
写
巽
）
氏
の
よ
う
に
、
原
理
原
則
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
現
在
が
立
法
の
好
機
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
反
対
す

る
も
の
も
あ
っ
た
。

　
一
九
一
〇
年
、
ラ
モ
ン
・
ブ
リ
オ
ネ
ス
・
ル
コ
　
（
勾
9。
ヨ
3
田
δ
ぎ
の

ピ
琴
o
）
は
、
そ
の
著
「
人
間
家
族
に
お
け
る
婚
姻
と
離
婚
の
起
源
と
発

展
」
（
O
ユ
鴨
β
気
留
ω
震
8
ま
号
一
家
彗
江
ヨ
o
巳
o
鴇
巴
臼
＜
g
g
o
窪

冨
貯
巨
萄
ど
ヨ
四
轟
）
の
中
で
、
一
つ
の
法
案
を
示
し
た
。
そ
れ
は
民

法
典
や
民
事
婚
姻
法
に
多
く
の
修
正
を
加
え
る
と
い
う
形
で
、
三
つ
の
原

因
に
限
っ
て
離
婚
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
限
定
的
離
婚

原
因
は
、
第
一
に
姦
通
、
第
二
に
三
年
以
上
の
悪
意
の
遣
棄
、
第
三
に
無

期
の
懲
役
も
し
く
は
禁
固
刑
の
確
定
で
あ
っ
た
。

　
一
九
一
七
年
一
〇
月
、
民
事
婚
姻
法
の
第
三
七
条
を
修
正
す
る
法
案
が

提
起
さ
れ
、
姦
通
、
悪
意
の
遺
棄
、
五
年
以
上
の
服
役
、
相
互
の
同
意

（
営
仁
言
0
8
霧
o
馨
言
一
窪
8
）
の
四
原
因
に
よ
る
離
婚
が
提
唱
さ
れ
た
が
、

こ
の
法
案
は
議
会
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
一
九
二
七
年
六
月
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
ル
ビ
オ
（
ω
き
鼠
讐
国
昏
δ
）

　
　
　
　
チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

議
員
は
、
新
た
に
次
の
よ
う
な
離
婚
原
因
を
顧
慮
し
た
新
法
案
を
提
出
し

た
。　
ω
姦
通
。
②
夫
婦
の
他
の
一
方
に
対
す
る
生
命
侵
害
の
未
遂
。
㈹
重
大

な
虐
待
も
し
く
は
侮
辱
。
④
｛
O
年
以
上
の
服
役
。
⑤
三
年
以
上
の
遺

棄
。
⑥
夫
も
し
く
は
妻
が
子
を
売
春
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
。
ω
相
互
の

同
意
も
し
く
は
妻
の
一
方
的
決
意
（
＜
o
冒
日
包
毒
旨
8
吋
巴
）
。

　
但
し
、
相
互
の
同
意
が
あ
る
と
す
る
た
め
に
は
、
各
当
事
者
自
ら
の
請

求
お
よ
び
調
停
（
8
8
ま
8
一
8
）
の
審
問
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
欠

席
し
た
場
合
に
は
暫
定
的
別
居
と
し
、
六
ヵ
月
以
内
に
新
た
な
審
問
の
た

め
の
召
喚
を
な
し
、
離
婚
に
固
執
し
、
　
こ
れ
に
同
意
す
る
場
合
、
和
解

（
話
8
糞
監
8
一
8
）
が
成
立
し
な
い
な
ら
ぽ
、
三
度
目
の
審
問
の
た
め
、

さ
ら
に
召
喚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
妻
の
任
意
性
に
関
し
て
は
、
婚
姻
締
結
後
二
年
経
っ
て
か
ら
、

前
述
の
相
互
の
同
意
の
場
合
と
同
じ
手
続
で
離
婚
手
続
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
次
い
で
一
九
三
三
年
六
月
に
は
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
（
≧
8
霧
o
）
、
カ
ス
テ

ル
ブ
ラ
ソ
コ
（
9
雪
①
崔
き
8
）
、
ソ
ト
マ
イ
オ
ル
（
ω
o
ε
目
碧
9
）
の
各

議
員
が
、
新
法
案
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
離
婚
原
因
に
、
さ
ら

に
「
共
同
生
活
を
不
可
能
に
す
る
程
の
極
度
な
性
格
の
不
一
致
（
甘
8
学

富
江
琶
置
鑑
号
8
声
9
Φ
『
霧
）
」
と
、
「
婚
姻
の
挙
式
か
ら
少
な
く
と
も
二

年
経
過
し
た
う
え
で
の
相
互
の
同
意
」
の
二
原
因
を
新
た
に
加
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

る
。
な
お
こ
の
場
合
の
手
続
ぎ
と
し
て
、
訴
訟
は
各
自
が
裁
判
官
の
面
前

で
申
し
立
て
、
最
初
の
出
頭
か
ら
六
ヵ
月
後
に
再
び
同
じ
手
続
き
を
く
り

返
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
調
停
の
必
要
上
、
義
務
的
な
出
頭
を
求
め
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
法
案
と
前
述
の
ル
ビ
オ
法
案
は
、
一
括
し
て
一
九
三
五
年
に
委
員

会
に
報
告
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
来
議
会
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
一
九
四
三
年
、
法
律
研
究
協
会
民
法
委
員
会
（
9
日
邑
診
号
U
R
①
－

O
げ
O
O
一
≦
一
山
巴
H
昌
ω
江
9
8
α
O
国
雪
β
臼
8
い
①
短
巴
辞
才
8
）
は
、
ア
ル

ト
ロ
・
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
リ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
（
》
旨
自
o
》
一
窃
器
口
儀
二

幻
0
9
お
ま
N
）
　
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
離
婚
法
案
の
検
討
に
着
手
し
た
。
そ

の
法
案
は
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・
オ
ル
テ
ガ
（
冨
ε
o
匡
0
9
帯
鴇
）
と
前
述
の

ア
ル
ト
・
・
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
リ
両
氏
を
仲
介
と
し
て
、
覚
え
書
の
形
式
で

編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
別
居
（
の
①
冒
墨
9
8

号
窪
①
信
8
）
と
離
婚
と
を
同
一
原
因
で
検
討
し
、
前
者
が
五
年
以
上
継

続
し
て
い
る
場
合
に
は
、
後
者
に
変
更
で
き
た
。
な
お
、
こ
の
協
会
の
中

で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
思
想
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
い
る
こ
と
で
、
協
会
自
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
分
裂
が
生
じ
た
事
実
が
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
六
四
年
に
は
、
急
進
派
議
員
イ
ネ
ス
・
エ
ン
リ
ヶ
ス
　
（
一
激
切

国
糞
置
ロ
臼
）
女
史
が
新
法
案
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
は
、
二
種
類
の
離
婚

－
一
時
的
離
婚
（
＆
ぎ
鼠
o
富
導
宕
邑
）
と
永
久
離
婚
（
＆
＜
o
a
o

需
壱
o
ε
o
）
1
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
さ
き
の
民
事
婚
姻
法

七
八

に
規
定
し
た
と
こ
ろ
と
同
様
に
、
婚
姻
の
解
消
を
意
味
す
る
も
の
で
な

く
、
つ
ま
り
は
別
居
で
あ
る
。
後
者
は
完
全
離
婚
（
身
o
鼠
o
〈
ぎ
窪
一
巽
）

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
両
者
に
共
通
で
あ
り
、
今
日
の

多
く
の
法
律
と
同
様
、
ω
共
同
生
活
を
不
可
能
に
す
る
程
の
性
格
の
不
一

致
、
お
よ
び
②
相
互
の
同
意
、
で
あ
る
。
但
し
、
婚
姻
の
成
立
か
ら
少
く

と
も
五
年
以
上
経
過
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
あ
る
種
の
も
の
は
永
久
離
婚
の
み
の
原
因
と
な
り
得
る
。
す

な
わ
ち
、
①
姦
通
。
②
夫
婦
の
一
方
が
、
他
方
の
生
命
・
名
誉
・
財
産
に

対
す
る
犯
罪
の
犯
人
（
鋤
葺
蔑
）
、
共
犯
者
（
a
B
嘗
8
）
も
し
く
は
隠
匿

者
（
o
口
8
ぼ
置
簿
）
で
あ
る
こ
と
。
③
夫
が
妻
に
売
春
さ
せ
よ
う
と
し
た

こ
と
、
ま
た
は
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
、
夫
婦
双
方
の
子
に
売
春
を
強
要

し
、
も
し
く
は
堕
落
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
。
④
不
治
の
、
も
し
く
は
伝

染
性
の
重
い
病
気
。
⑤
刑
事
罰
の
確
定
。
⑥
子
の
生
命
も
し
く
は
肉
体
的

・
知
的
あ
る
い
は
道
徳
的
発
達
を
危
う
く
す
る
程
度
の
虐
待
。

　
そ
の
他
は
、
未
成
年
の
子
の
存
在
、
夫
婦
の
行
状
、
調
停
の
可
能
性
等

の
、
手
続
き
中
に
明
ら
か
と
な
っ
た
諸
状
況
や
夫
婦
の
家
族
に
つ
い
て
配

慮
し
っ
っ
、
い
ず
れ
の
離
婚
を
認
め
る
べ
き
か
の
判
断
を
裁
判
官
に
委

ね
、
い
ず
れ
か
を
請
求
す
る
た
め
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。　
こ
の
法
案
を
め
ぐ
る
論
争
は
非
常
に
激
し
い
も
の
で
、
法
案
に
好
意
的

な
多
数
派
を
退
脚
さ
せ
る
た
め
、
立
法
お
よ
び
司
法
当
局
の
メ
ソ
バ
ー
を



変
更
す
る
こ
と
さ
え
行
な
わ
れ
た
。
か
く
し
て
こ
の
法
案
も
、
従
来
の
審

議
と
同
様
に
、
紛
糾
を
巻
き
お
こ
す
だ
け
に
終
っ
た
。

　
一
九
六
九
年
、
急
進
派
議
員
カ
ル
・
ス
・
モ
ラ
レ
ス
（
9
二
8
竃
o
壁
，

一
〇
の
）
お
よ
び
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ナ
ウ
ド
ソ
（
》
一
び
R
8
2
”
且
9
）
の
両

氏
が
、
完
全
離
婚
を
確
立
す
る
た
め
、
次
の
諸
原
因
を
考
慮
し
た
新
法
案

を
提
出
し
た
。
ω
姦
通
。
②
夫
婦
の
他
の
一
方
に
対
す
る
、
あ
る
い
は
夫

婦
双
方
の
、
あ
る
い
は
そ
の
一
方
の
子
に
対
す
る
、
文
書
も
し
く
は
口
頭

に
よ
る
、
重
大
か
つ
反
復
的
な
虐
待
。
③
夫
婦
の
一
方
が
、
婚
姻
締
結
後

に
科
せ
ら
れ
た
五
年
以
上
の
禁
固
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
。
④
共
同
生
活

を
耐
え
が
た
く
す
る
程
の
不
道
徳
的
で
外
聞
の
悪
い
行
為
、
ま
た
は
深
く

し
み
つ
い
た
悪
癖
。
⑤
薬
剤
も
し
く
は
麻
酔
剤
の
常
習
か
つ
不
当
な
使

用
。
⑥
重
大
な
侮
辱
。
ω
二
年
以
上
継
続
し
て
、
夫
婦
の
家
を
悪
意
で
遺

棄
し
た
こ
と
。
⑧
十
分
な
資
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夫
が
妻
も
し

く
は
未
成
年
の
子
の
た
め
の
扶
養
給
付
を
し
な
い
こ
と
。
⑨
相
互
の
同

意
。
但
し
婚
姻
成
立
か
ら
三
年
経
過
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
理
由
に
請
求

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
こ
の
項
に
つ
い
て
は
、
調
停
手
続
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
ち
な
み
に
、
　
一
九
五
九
年
の
チ
リ
に
お
け
る
婚
姻
解
消
（
現
実

　
に
は
離
婚
へ
の
抜
け
道
）
率
は
人
口
一
〇
〇
〇
人
に
対
し
O
・
二
二

　
で
、
ペ
ル
ー
（
○
・
一
五
）
よ
り
高
く
、
　
カ
ナ
ダ
（
○
・
三
九
）
、
　
ベ

　
ネ
ズ
ェ
ラ
（
○
・
二
三
）
、
ギ
リ
シ
ャ
（
○
・
二
八
）
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

　
　
　
　
チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

ド
（
○
・
三
三
）

頁
）

に
接
近
し
て
い
る
。
（
前
掲
切
げ
Φ
ぎ
ω
富
ぎ
●
四
〇
七

三
、
一
九
七
一
年
離
婚
法
の
審
議

　
　
1
　
法
学
教
育
研
究
協
会
の
作
業
経
過

　
一
九
七
一
年
末
、
法
学
教
育
研
究
協
会
（
H
霧
二
g
8
号
U
o
8
8
昼

①
冒
く
窃
け
蒔
8
ま
口
冒
汰
＆
8
ω
）
は
、
法
務
大
臣
と
の
協
定
を
行
な
い
、

同
協
会
が
大
臣
に
諸
々
の
法
律
問
題
の
調
査
と
意
見
の
陳
述
を
な
す
こ
と

に
つ
き
、
両
者
で
合
意
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
法
務
大
臣
か

ら
、
完
全
離
婚
に
関
す
る
今
後
の
法
律
の
措
置
お
よ
び
そ
の
内
容
の
検
討

を
指
定
し
て
、
作
業
を
進
行
す
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
。
そ
こ
で
同
協
会

は
、
そ
の
メ
ソ
バ
ー
で
あ
る
民
法
（
U
段
8
ぎ
Ω
＜
ε
の
専
門
家
に
協
力

を
依
頼
し
、
承
諾
を
得
た
者
に
は
、
一
九
二
七
年
以
来
議
会
で
討
議
さ
れ

て
き
た
種
々
の
法
案
を
送
付
し
、
同
時
に
、
公
表
さ
れ
た
ば
か
り
の
、
フ

エ
ル
ナ
ン
ド
・
フ
エ
ジ
ョ
・
ラ
ネ
リ
（
寄
目
磐
3
国
ま
巻
U
曽
霞
一
）
教

授
が
作
成
し
た
法
案
た
る
「
チ
リ
に
お
け
る
最
初
の
離
婚
法
を
め
ざ
し
て
」

（
、
、
頃
8
宣
ロ
欝
冥
ぎ
①
声
一
亀
号
象
ε
鼠
o
窪
O
窪
①
．
、
）
を
添
付

し
た
。

　
一
九
七
二
年
六
月
三
〇
日
、
七
月
一
目
、
二
日
の
三
日
間
、
フ
ェ
ル
ナ

ソ
ド
教
授
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
者
が
、
最
終
的
な
答
申
を
作
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
討
論
を
行
な
う
た
め
、
ハ
ウ
エ
ル
（
冒
ゴ
巴
）
の
温
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



　
　
　
　
チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

地
に
会
合
し
た
。
そ
の
際
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
法
務
大
臣
に
報
告
す
る

た
め
、
参
加
者
の
意
見
は
、
多
数
意
見
に
限
ら
ず
、
そ
の
全
て
が
集
め
ら

れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
協
会
の
活
動
が
学
術
上
の
領
域
に
限
定
さ
れ
る
の

で
、
こ
の
作
業
も
、
そ
の
範
囲
内
に
と
ど
め
、
特
殊
な
法
案
の
作
成
は
除

外
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
。

　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
同
協
会
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

そ
れ
を
関
係
者
に
配
布
し
、
ま
た
提
起
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
関
係

者
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
各
自
に
五
分
以
内
の
発
言
の
機
会
を
提
供
し

た
。
こ
の
会
合
は
、
九
時
か
ら
一
三
時
ま
で
と
、
一
六
時
か
ら
二
〇
時
ま

で
行
な
わ
れ
、
討
議
内
容
は
全
て
録
音
テ
ー
プ
に
収
録
さ
れ
た
。
か
く
て

一
九
七
二
年
九
月
二
九
日
答
申
が
作
成
さ
れ
法
務
大
臣
に
手
交
さ
れ
た
。

　
こ
の
答
申
は
、
以
下
の
形
式
で
提
出
さ
れ
た
。

　
「
完
全
離
婚
に
関
す
る
今
後
の
法
の
適
合
性
と
内
容
に
関
し
、
法
務
大

臣
の
要
請
に
対
し
て
作
成
さ
れ
た
、
法
律
教
育
研
究
協
会
の
報
告
書
、
一

九
七
二
年
九
月
二
九
目
　
　
サ
ン
チ
ャ
ゴ
」

　
大
臣
殿

　
　
貴
者
の
要
請
を
受
諾
し
、
法
律
教
育
研
究
協
会
は
、
掲
記
の
テ
ー
マ

　
に
つ
い
て
の
作
業
計
画
を
作
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
六
月
三
〇
日
、

　
七
月
一
目
お
よ
び
二
日
、
ハ
ウ
エ
ル
の
温
泉
場
に
お
い
て
、
以
下
に
掲

　
げ
る
、
国
内
の
大
学
の
民
法
の
教
授
の
会
合
を
も
っ
た
。

八
○

　
チ
リ
大
学
（
サ
ン
チ
ャ
ゴ
）

　
　
　
セ
ル
ヒ
オ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
（
ω
段
魑
o

　
　
頴
毒
ぎ
α
。
N
男
R
鼠
鼠
臼
）

　
　
　
ゴ
ン
サ
ー
ロ
・
フ
ィ
ゲ
ロ
ア
・
ジ
ャ
ネ
ス
（
O
o
自
巴
o

　
　
国
o
q
q
巽
8
網
蹄
Φ
N
）

　
　
　
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
フ
エ
ジ
ョ
・
ラ
ネ
リ
（
司
o
唇
四
ロ
q
o
男
q
①
》
o

　
　
ピ
き
霞
一
）

　
　
　
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
イ
リ
ャ
ネ
ス
・
リ
オ
ス
（
Ω
鋤
自
島
o
目
9
器
の

　
　
匹
8
）

　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
メ
リ
ノ
・
シ
ェ
イ
イ
ン
グ
　
（
問
轟
β
o
凶
零
o

　
　
冒
霞
β
o
ω
島
o
一
圧
口
α
q
）

　
　
　
セ
サ
ー
ル
・
パ
ラ
ダ
・
グ
ス
マ
ン
（
O
診
胃
℃
霞
四
α
”

　
　
O
自
目
ぎ
）

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（
サ
ン
チ
ャ
ゴ
）

　
　
　
エ
ル
ナ
ン
。
ラ
ラ
イ
ソ
。
リ
オ
ス
（
国
O
彗
餌
昌
い
畦
慈
ぎ
家
8
）

コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
大
学

　
　
　
フ
ア
ン
・
ア
レ
ラ
ヤ
ノ
・
ア
ラ
ル
コ
ン
（
一
自
”
昌
》
吋
巴
置
昌
o

　
　
》
一
曽
0
3
）

　
　
　
ラ
モ
ン
・
ド
ミ
ン
ゲ
ス
・
ア
ギ
ラ
（
国
餌
目
ひ
旨
U
o
目
ぼ
α
q
仁
臼

　
》
α
q
巨
帥
）

　
　
　
ダ
ニ
エ
ル
・
ペ
ニ
ャ
イ
リ
リ
ョ
・
ア
レ
バ
冒
（
U
”
鼠
巴



　
　
　
℃
践
巴
一
旨
o
》
泳
く
巴
o
）

　
　
　
　
エ
ル
ナ
ン
・
ト
ロ
ソ
コ
ソ
・
ラ
ロ
ン
デ
（
国
段
昌
魅
β
↓
『
o
口
o
o
ω
o

　
　
　
い
霞
『
8
α
Φ
）

　
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（
ベ
ル
パ
ラ
イ
ソ
）

　
　
　
　
パ
ト
リ
シ
オ
・
ボ
フ
ィ
ル
・
ベ
ル
ガ
ラ
（
勺
餌
q
8
δ
切
o
e
一

　
　
　
＜
o
お
賃
餌
）

　
　
　
　
エ
ド
ア
ル
ド
・
二
ー
ニ
ョ
・
テ
ヘ
ダ
（
国
α
β
巽
山
0
2
籔
o

　
　
　
↓
ε
①
量
）

　
　
　
　
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
バ
レ
ソ
ス
ェ
ラ
・
フ
ェ
ン
サ
リ
ダ
（
幻
四
胤
帥
o
一

　
　
　
く
巴
o
目
仁
⑦
冨
閏
琶
目
9
ま
帥
）

　
そ
の
他
の
参
加
者
は
、
特
に
当
協
会
が
招
待
し
た
も
の
で
あ
り
、
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ナ
ウ
ド
ン
・
ア
バ
ル
カ
（
》
一
σ
臼
8
Z
帥
仁
α
ひ
P

》
び
四
国
o
㊤
）
議
口
貝
、
　
ダ
ボ
ー
ル
・
ハ
ラ
ス
ィ
ク
・
ヤ
ク
ス
ィ
ク
（
U
四
く
o
帰

国
帥
鍔
ω
一
〇
網
帥
犀
ω
一
〇
）
氏
お
よ
び
マ
ヌ
エ
ル
・
ゴ
ド
イ
・
フ
ラ
ン
ケ

（
竃
彗
ま
一
〇
＆
2
零
き
ぎ
）
博
士
（
精
神
病
学
者
）

　
こ
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
前
記
協
会
は
、
そ
の
目
的
が
「
完
全
離

婚
法
案
」
の
作
成
で
は
な
く
、
こ
の
種
の
法
の
便
益
性
や
立
法
時
期
に
関

す
る
研
究
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
討
議
の
た
め
の
プ
・
グ

ラ
ム
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

　
　
　
　
チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

＠
　
参
加
者
に
配
布
し
た
法
案
の
概
括

⑥
現
行
の
婚
姻
の
取
消
（
目
ま
匿
号
一
ヨ
讐
鼠
ヨ
o
巳
o
）
手
続
き
に

　
対
し
て
、
離
婚
法
の
必
要
性
と
便
益
性
。
離
婚
法
の
基
本
的
根
拠
。

＠
　
離
婚
に
関
す
る
法
は
、
特
別
法
に
す
べ
き
か
、
単
に
現
行
法
制
の

　
条
項
を
修
正
し
た
も
の
で
足
る
か
。
ま
た
、
そ
の
法
は
家
族
一
般
の

　
こ
と
に
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

④
　
原
因
に
つ
い
て
。
一
般
的
か
個
別
的
か
。
有
責
性
は
ど
う
扱
う

　
か
。

◎
　
訴
訟
の
名
称
に
つ
い
て
。
広
義
か
限
定
的
か
。

ω
　
訴
訟
の
消
滅
。

⑧
　
夫
婦
間
の
離
婚
の
効
果

　
1
　
夫
婦
関
係
（
ω
8
一
＆
＆
8
昌
轟
巴
）
の
解
消
と
清
算
。
家
族

　
　
共
同
体
（
ぎ
磯
巽
8
導
診
）
の
問
題
。

　
2
　
夫
婦
間
の
ア
リ
モ
ニ
ー
。

　
3
　
損
害
賠
償
。

　
4
　
再
婚
に
つ
い
て
。

㈲
　
子
に
関
す
る
離
婚
の
効
果
。

　
1
　
後
見

　
2
　
扶
養

ω
　
訴
訟
手
続

　
1
　
裁
判
所
。
普
通
の
裁
判
か
、
特
別
の
家
庭
裁
判
所
あ
る
い
は
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

年
裁
判
所
か
。

　
　
裁
判
官
の
技
術
的
助
手
の
必
要
性
。

2
　
略
式
裁
判
か
、
離
婚
の
特
別
の
裁
判
か
。

3
　
調
停
（
8
暮
崖
8
一
8
）
は
必
要
的
手
続
き
か
。
そ
れ
は
裁
判
の

　
前
提
と
し
て
か
。
さ
ら
に
裁
判
を
要
し
な
い
か
。

4
　
証
拠
に
つ
い
て
。
証
明
方
法
。
最
善
の
解
決
策
。
証
拠
の
評
価
。

5
　
判
決
。
裁
判
費
用
。

6
　
裁
判
手
続
が
行
な
わ
れ
て
い
る
間
の
、
夫
婦
お
よ
び
子
の
状
態
。

　
　
2
　
「
一
九
七
二
年
フ
エ
ジ
ョ
法
案
」

　
フ
エ
ジ
ョ
教
授
は
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
法
理
論
研
究
セ
ソ
タ
i
（
9
韓
8

号
雰
注
象
o
国
魯
o
冒
岳
）
の
教
授
で
あ
り
、
チ
リ
大
学
の
法
律
社
会

学
部
（
評
9
犀
a
号
Ω
窪
9
霧
冒
鼠
島
8
ω
鴇
ω
0
9
巴
Φ
ω
）
お
よ
び
当

時
の
法
務
大
臣
リ
サ
ン
ド
・
・
ク
ル
ス
・
ポ
ン
セ
（
＝
器
且
8
9
震

℃
8
8
）
氏
の
依
頼
に
よ
り
、
法
案
作
成
を
含
む
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
の

指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
。

　
同
教
授
の
考
え
に
ょ
る
と
、
チ
リ
の
社
会
は
、
人
為
的
か
つ
当
事
者
の

偽
り
の
産
物
で
あ
る
離
婚
（
時
別
居
）
と
い
う
不
完
全
な
制
度
が
継
続
し

て
お
り
、
一
方
で
は
、
全
世
界
で
こ
の
言
葉
の
真
に
意
味
す
る
も
の
が
探

求
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
直
接
的
な
ね
ら
い
を
定
め
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
、
ま
さ
に
基
本
的
な
命
題
に
直
面
し
て
い
る
と
言
い
得
る
。

八
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そ
こ
で
同
教
授
は
、
彼
の
作
成
し
た
法
案
の
目
的
の
真
髄
は
次
の
よ
う

な
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
そ
れ
は
、
合
意
の
う
え
で
の
婚
姻
の
無
効

（
崖
ま
区
号
導
讐
ユ
ヨ
o
巳
o
α
0
8
ヨ
診
8
ま
鼠
o
）
と
い
う
現
行
制

度
を
、
世
界
的
に
ほ
ぼ
共
通
な
別
の
制
度
、
す
な
わ
ち
離
婚
と
単
純
に
置

き
か
え
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
家
族
の
秩
序
に
と
っ
て
は
有
害
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
次
い
で
、
法
案
各
条
項
の
個
別
的
検
討
に
入
る
前
に
、
最
も
問
題
と
な

る
離
婚
法
立
法
の
必
要
性
に
関
す
る
同
教
授
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
お

こ
う
。
こ
の
問
題
は
、
あ
る
範
囲
で
彼
の
作
成
し
た
法
案
に
表
明
さ
れ
て

は
い
る
が
、
こ
こ
に
そ
れ
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
第
一
に
、
家
族
構
造
の
範
囲
内
で
提
起
さ
れ
て
い
る
諸
間
題
の
、
全
体

的
研
究
を
必
要
と
す
る
見
解
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
第
二
に
、
完
全
離
婚
こ
そ
が
、
彼
が
「
法
的
喜
劇
（
8
目
＆
貯
甘
良
。
巨
）
」

と
称
し
、
チ
リ
国
の
法
制
度
の
権
威
を
落
す
以
外
の
何
物
で
も
な
い
法
手

続
き
と
称
し
た
実
務
を
終
結
さ
せ
る
の
に
最
も
良
い
方
法
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
こ
と
。
ま
た
無
効
訴
訟
の
短
期
時
効
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
婚

姻
無
効
の
実
務
で
終
結
さ
せ
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
力
に
っ
い

て
懐
疑
的
な
見
方
を
し
て
お
り
、
婚
姻
無
効
は
離
婚
法
が
な
い
と
き
の
一

つ
の
解
決
策
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。

　
最
後
に
フ
エ
ジ
ョ
教
授
は
、
戒
律
に
対
し
て
厳
格
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
事

情
に
も
拘
ら
ず
、
最
高
裁
判
所
長
官
（
零
霧
置
9
3
留
冨
国
蓉
ヨ
即
・



9
詳
①
ω
巷
お
B
o
）
が
、
婚
姻
解
消
の
最
も
効
果
的
な
方
法
と
し
て
の
離

婚
に
関
す
る
方
法
の
賛
成
者
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
次
に
、
彼
の
法
案
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
要
約
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
第
一
は
、
公
の
秩
序
（
o
鼠
窪
讐
呂
8
）

の
一
部
を
形
づ
く
る
家
族
の
保
護
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
連
の
法
規
範
に
よ

る
制
度
的
裏
付
け
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

　
＠
　
義
務
的
調
停
手
続

　
⑥
　
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
官
の
技
術
補
助
と
、
同
時
に
、
安
易
な
婚
姻

　
　
解
消
の
意
思
を
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
家
族
保
護
機
関
（
9
・

　
　
α
Q
曽
巳
ω
旨
o
号
↓
9
Φ
冨
号
冨
閃
餌
ヨ
蜜
簿
）
の
設
立
。

　
⑥
　
離
婚
訴
訟
の
年
齢
制
限
（
一
八
才
）
。

　
⑥
　
婚
姻
の
挙
式
の
後
三
年
以
内
に
離
婚
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
の
禁

　
　
止
。

　
＠
　
離
婚
理
由
と
し
て
の
「
相
互
の
同
意
」
（
導
暮
き
8
霧
①
馨
冒
凶
・

　
　
自
8
）
の
限
定
的
効
果
。

　
ω
　
侮
辱
を
受
け
た
配
偶
者
（
0
9
旨
讐
一
〇
8
区
置
○
）
の
宥
恕
（
需
雫

　
　
山
8
）
も
し
く
は
後
の
和
解
（
お
8
8
旨
8
一
8
）
に
よ
る
訴
訟
の
消

　
　
滅
。

　
⑧
　
訴
訟
の
放
棄
を
請
求
す
る
期
限
を
三
ヵ
月
に
縮
少
。
離
婚
訴
訟
の

　
　
時
効
を
短
期
ー
一
年
1
に
限
定
。

　
第
二
に
、
同
教
授
は
離
婚
を
、
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
数
全
体
の
う
ち
、
極

チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

く
わ
ず
か
な
例
外
的
状
態
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
離
婚
の

機
会
を
与
え
る
た
め
、
一
般
的
あ
る
い
は
不
特
定
の
訴
因
の
緩
和
を
示
唆

し
て
い
る
。
彼
が
一
般
的
離
婚
原
因
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
第
一
に
、

婚
姻
の
本
質
か
ら
み
て
、
夫
婦
の
精
神
的
肉
体
的
共
同
生
活
の
欠
除
。
第

二
に
、
夫
婦
の
共
同
生
活
に
ょ
っ
て
被
っ
た
重
大
か
つ
決
定
的
な
損
害

（
∈
3
轟
旨
o
）
。
第
三
に
、
夫
婦
お
よ
び
家
族
共
同
体
の
利
益
に
お
い
て
、

夫
婦
一
体
の
続
行
が
不
可
能
な
い
し
は
困
難
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
の
一
般
的
原
因
を
効
果
あ
ら
し
め
る
た
め
、
彼
の
法
案
の
第
二
条
に

列
挙
さ
れ
た
限
定
的
原
因
の
同
時
発
生
を
確
実
な
も
の
に
す
る
必
要
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
彼
は
、
こ
の
限
定
的
理
由
を
過
度
に
重
視
す

る
こ
と
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
、
限
定
理
由
を
形
成
す
る
諸
要

素
は
、
多
く
の
場
合
、
夫
婦
生
活
の
過
程
で
一
時
的
、
例
外
的
状
況
の
表

出
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
状
態
を
克
服
し
た
な
ら
ば
、
も
は
や
解
消
原
因
と

な
り
得
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
の
法
案
は
、
一
方
で
は
絆
か
ら
の
分
離
を
伴
な
う

離
婚
に
到
達
す
る
た
め
の
法
で
あ
り
、
ま
た
他
方
で
は
、
婚
姻
関
係
を
安

定
さ
せ
、
和
解
さ
せ
る
た
め
の
法
で
も
あ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
お
り
、

従
っ
て
、
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
肉
体
の
分
離
と
呼
ば
れ
る
別
居
制
度
も
温
存

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
離
婚
は
個
々
の
ヶ
ー
ス
に
焦
点
を
合
わ

せ
、
裁
判
官
が
よ
り
広
汎
な
自
由
裁
量
権
を
持
っ
て
、
分
析
、
解
明
す
る
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チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
後
述
法
案
の
第
四
条
参
照
）
。

　
家
族
お
よ
び
離
婚
問
題
を
扱
う
た
め
の
「
裁
判
所
」
の
適
性
に
つ
い
て

は
、
特
別
の
裁
判
官
を
置
く
こ
と
を
主
張
し
て
、
家
族
問
題
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
の
複
雑
さ
を
述
べ
て
い
る
。
同
様
に
、
彼
が
設
立
の
必
要
性
を

強
調
す
る
「
家
族
保
護
機
関
」
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
の
専
門
領
域
外
の

事
柄
に
つ
い
て
、
そ
の
道
の
専
門
家
を
招
へ
い
し
、
裁
判
の
最
終
的
な
技

術
援
助
を
行
な
う
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

　
婚
姻
無
効
に
つ
い
て
は
、
離
婚
の
立
法
化
の
結
果
と
し
て
、
今
後
消
滅

の
傾
向
に
あ
る
と
評
価
し
、
法
案
中
に
、
婚
姻
無
効
訴
訟
の
短
期
時
効

（
儀
式
の
事
実
か
ら
一
年
）
を
規
定
し
て
い
る
。

3

審
議
過
程
に
お
け
る
問
題
点

　
離
婚
法
の
必
要
性
と
便
益
性
に
つ
い
て
の
法
務
大
臣
の
判
断
を
知
る
こ

と
は
有
意
義
で
あ
る
と
し
て
、
関
係
者
は
、
法
務
大
臣
の
家
族
問
題
の
顧

問
の
資
格
で
作
業
に
参
加
し
て
い
る
ダ
ボ
ー
ル
・
ア
ラ
シ
ッ
ク
（
U
巽
8

缶
巽
器
8
）
氏
に
、
法
務
大
臣
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
依
頼
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
作
業
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
教
授
の
大
半
が
、

個
人
的
に
は
離
婚
法
立
法
に
賛
成
で
あ
る
と
し
て
も
、
議
会
に
お
い
て
は

同
様
の
結
果
が
期
待
で
き
な
い
以
上
、
チ
リ
で
離
婚
法
を
公
布
す
る
こ
と

の
心
要
性
と
便
益
性
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
声
明
を
出
す
こ
と
は
非
常
に

意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
法
と
現
実
と
の
間
に

八
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存
在
す
る
離
婚
と
い
う
と
き
、
現
実
が
法
を
は
る
か
に
越
え
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
民
法
典
か
ら
も
そ
の
他
の
法
か
ら
も
、
チ
リ
の
家
族

の
イ
メ
ー
ジ
を
い
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い
．
、
と
付
け
加
え
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
が
、
法
務
大
臣
の
最
も
懸
念
す
る
点
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
ま
さ
に
、
社
会
の
基
本
的
核
と
し
て
の
家
族
の
重
要
性
が
問
題
と
な

る
こ
と
に
つ
い
て
の
懸
念
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
家
族
関
係
の
法
規
を
検
討

す
る
こ
と
を
決
定
し
、
社
会
学
的
調
査
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
調
査
は
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
社
会
学
研
究
所
（
ぽ
ω
窪
暮
o
留
ω
8
δ

一
〇
α
q
貯
号
衝
q
巳
く
①
邑
α
区
O
帥
ま
鼠
）
の
手
に
よ
り
、
国
連
児
童
基

金
（
問
o
呂
o
留
一
霧
2
8
δ
器
ω
d
ロ
箆
霧
短
蚕
置
冒
貯
8
冨
I

q
Z
8
国
男
）
の
援
助
を
得
て
、
チ
リ
の
家
族
の
現
実
を
科
学
的
に
解
明

す
べ
く
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
は
、
七
二
年
一
〇
月
乃
至
二
月
に
終

了
し
て
い
る
。

　
こ
の
調
査
の
基
本
的
観
点
は
、
世
論
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
共
和
国
大
統
領
に
属
す
る
社
会
発
展
部
門
（
∪
一
く
芭
3
号
U
霧
㌣

員
o
ま
ω
8
芭
）
の
地
区
代
表
を
通
じ
て
、
一
般
人
を
動
員
し
た
と
こ
ろ
に

負
う
点
が
大
き
い
。

　
な
お
、
こ
の
際
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
次

の
よ
う
な
間
題
で
あ
っ
た
。

　
ω
　
親
子
関
係

　
嫡
出
・
非
嫡
出
子
間
の
差
別
を
撤
廃
し
、
同
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
確
立



す
る
こ
と
。

　
②
　
既
婚
婦
人
の
能
力

　
取
得
財
産
へ
の
関
与
に
つ
い
て
、
現
行
の
夫
婦
関
係
の
制
度
を
修
正
し

て
、
既
婚
婦
人
に
完
全
な
民
事
上
の
能
力
を
付
与
せ
ん
と
す
る
法
案
が
、
一

九
七
二
年
現
在
議
会
に
継
続
中
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
妻
の
夫
へ
の

従
属
は
、
い
わ
ゆ
る
「
親
子
関
係
」
（
．
．
寄
富
巳
8
霧
9
貸
。
一
8
冨
響
8

矯
一
8
息
8
．
、
）
と
称
す
る
立
法
で
解
決
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
未
成
年

者
の
監
護
と
財
産
の
管
理
に
つ
い
て
、
前
者
は
、
両
親
の
協
議
で
い
ず
れ

か
に
決
定
す
る
と
し
、
後
者
に
関
し
て
は
、
両
親
の
協
議
で
い
ず
れ
か
に

決
定
し
、
協
議
が
整
わ
な
い
場
合
の
み
、
父
親
に
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
⑧
成
年
年
齢

　
婚
姻
締
結
、
後
見
人
資
格
等
、
家
族
法
上
特
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
成

年
年
齢
を
、
一
八
才
と
す
べ
き
こ
と
。

　
④
家
庭
裁
判
所

　
相
続
法
以
外
の
、
あ
ら
ゆ
る
家
族
法
関
係
の
事
柄
に
つ
い
て
の
管
轄
権

を
も
つ
裁
判
所
を
設
立
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
弁
護
士
（
ぎ
畠
区
o
）
、
心

理
学
者
（
陽
8
含
o
碧
）
お
よ
び
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
（
霧
一
ω
8
旨
①
ω
8
巨
）

に
ょ
り
構
成
さ
れ
、
現
行
の
少
年
裁
判
所
（
冒
N
鴇
＆
ω
号
寓
窪
黛
霧
）

を
土
台
と
し
て
組
織
さ
る
べ
き
こ
と
。

　
㈲
離
婚
法

　
五
番
目
の
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、
最
も
複
雑
か
っ
紛
糾
を
呼
ぶ
問
題
と

　
　
　
　
チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
、
九
七
二
年
法
案
」

し
て
、
法
務
大
臣
が
国
内
の
各
大
学
の
民
法
の
専
門
家
の
意
見
を
知
る
こ

と
が
非
常
に
有
益
だ
と
し
て
、
最
も
強
く
調
査
を
要
望
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
　
⑥
　
同
棲
（
8
琴
貯
窪
o
貯
）
に
つ
い
て
の
立
法

　
法
的
に
は
婚
姻
関
係
に
な
い
結
合
に
つ
い
て
、
特
に
低
所
得
層
で
新
た

な
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
法
を
社
会
の
現
実
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
、
早

急
な
立
法
化
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ω
　
そ
の
他
。

　
婚
姻
を
新
た
に
定
義
付
け
よ
う
と
す
る
試
み
に
伴
い
、
種
々
の
法
規
定

の
修
正
の
必
要
性
が
あ
る
。

　
　
一
九
七
二
年
完
全
離
婚
（
法
鎖
の
解
消
を
伴
う
離
婚

　
　
　
1
一
2
8
臼
ぎ
言
δ
〈
β
e
冨
『
）
法
試
案

　
　
　
　
　
i
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
フ
エ
ジ
ョ
・
ラ
ネ
リ
教
授
の
作
成
に

　
　
　
　
　
　
　
よ
る
ー

第
一
条
婚
姻
は
、
以
下
の
場
合
に
、
裁
判
所
の
離
婚
判
決
に
よ
っ
て
解

　
消
さ
れ
る
。

　
　
婚
姻
の
本
質
か
ら
み
て
、
夫
婦
間
の
精
神
的
・
肉
体
的
な
共
同
生
活

　
が
消
滅
し
た
場
合
、
ま
た
は
夫
婦
の
同
居
が
重
大
か
つ
決
定
的
に
破
綻

　
し
た
場
合
、
も
し
く
は
夫
婦
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
家
族
共
同
体
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

　
益
に
お
い
て
、
そ
の
一
体
性
の
継
続
が
不
可
能
な
い
し
は
耐
え
が
た
い

　
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
。

　
　
本
法
に
規
定
し
た
限
定
的
原
因
の
一
も
し
く
は
複
数
の
同
時
発
生

　
を
、
上
記
の
状
態
を
確
認
す
る
要
件
と
す
べ
き
で
あ
る
。

第
二
条
離
婚
の
限
定
的
原
因
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
ω
　
夫
ま
た
は
妻
の
姦
通
（
区
巳
什
R
δ
）

　
②
　
夫
婦
の
他
の
一
方
、
夫
婦
双
方
の
子
も
し
く
は
夫
婦
の
一
方
の

　
　
子
、
ま
た
は
夫
婦
が
責
任
を
負
っ
て
い
る
未
成
年
者
に
対
す
る
生
命

　
　
侵
害
の
未
遂

　
③
　
夫
婦
の
他
の
一
方
、
夫
婦
双
方
の
子
も
し
く
は
夫
婦
の
一
方
の
子

　
　
ま
た
は
夫
婦
が
責
任
を
負
っ
て
い
る
未
成
年
者
を
堕
落
せ
し
め
た
こ

　
　
と
、
あ
る
い
は
そ
の
未
遂

　
④
　
夫
婦
の
他
の
一
方
に
対
す
る
重
大
な
侮
辱
（
富
冒
『
㌶
堕
零
Φ
）

　
㈲
文
書
も
し
く
は
口
頭
に
よ
る
重
大
な
虐
待
（
ヨ
巴
o
の
什
鍔
富
且
・

　
　
①
茸
8
）
但
し
、
そ
の
反
復
性
を
も
っ
て
、
重
大
さ
の
要
件
と
す
る

　
⑥
　
夫
婦
の
他
の
一
方
、
夫
婦
双
方
の
子
も
し
く
は
夫
婦
の
一
方
の
子

　
　
ま
た
は
夫
婦
が
責
任
を
負
っ
て
い
る
未
成
年
者
の
、
肉
体
的
精
神
的

　
　
な
完
全
さ
を
害
な
う
急
迫
せ
る
危
険

　
の
　
夫
婦
と
し
て
の
義
務
の
不
当
な
拒
否

　
⑧
　
三
年
以
上
に
わ
た
る
、
出
産
の
不
当
な
拒
否

　
⑨
　
遊
興
、
酩
酊
も
し
く
は
薬
物
一
般
に
常
習
癖
の
あ
る
者
。
但
し
当

八
六

　
人
が
治
療
も
し
く
は
医
学
的
・
社
会
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ソ
を
受

　
け
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
場
合

⑩
　
婚
姻
が
合
法
的
に
は
完
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
も
し
く
は
疾
病

　
の
原
因
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
療
養
を
拒
絶
し
て
い
る
場
合

⑪
　
夫
婦
の
和
合
を
危
う
く
す
る
程
重
大
な
、
不
治
の
肉
体
的
な
疾

　
病
。
但
し
廃
疾
者
た
る
配
偶
者
の
完
全
な
看
護
は
保
障
さ
れ
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い

⑫
厚
生
省
（
ω
o
署
§
O
Z
8
一
目
巴
留
ω
巴
且
）
の
公
的
な
分
類
お
よ

　
び
リ
ス
ト
に
指
定
さ
れ
た
、
長
期
な
い
し
は
不
定
期
限
の
、
あ
る
い

　
ば
回
復
の
見
込
み
の
困
難
か
つ
不
明
の
精
神
的
な
疾
病
。
但
し
、
家

　
族
の
共
同
生
活
あ
る
い
は
和
合
を
危
う
く
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合

⑬
　
共
同
生
活
の
不
法
な
欠
除
が
二
年
以
上
継
続
し
た
場
合
。
但
し
明

　
示
的
同
意
な
い
し
は
別
居
の
有
無
に
は
か
か
わ
り
な
い

㈲
　
婚
姻
の
期
問
中
、
五
年
以
上
の
刑
事
罰
に
処
さ
れ
た
場
合

⑮
　
共
同
生
活
の
停
止
を
宣
告
さ
れ
た
服
役
以
来
、
少
く
と
も
一
年
経

　
過
し
、
夫
婦
の
一
方
ま
た
は
双
方
が
同
時
に
離
婚
の
請
求
を
申
し
立

　
て
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
裁
判
官
は
、
本
法
第
一
条
の
基
本
的
要

　
件
を
充
足
す
る
と
法
律
上
推
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
夫
婦
の
他
の
一

　
方
に
審
問
し
、
な
い
し
は
そ
の
欠
席
の
も
と
で
、
判
決
を
下
す
こ
と

　
が
で
き
る

⑯
　
夫
婦
双
方
の
、
あ
る
い
は
そ
の
子
の
人
格
の
発
達
に
お
け
る
、
重



　
　
大
か
つ
克
服
し
が
た
い
挫
折
（
胤
渥
ω
霞
8
一
8
）
も
し
く
は
堕
落

　
　
（
創
9
R
一
〇
さ
）

　
⑰
　
協
議
に
よ
り
双
法
の
同
意
（
ヨ
暮
き
8
房
①
旨
首
一
⑦
旨
o
）
が
あ

　
　
り
、
さ
ら
に
本
法
第
一
条
に
掲
げ
た
要
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
、
儀

　
　
式
か
ら
少
く
と
も
三
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。
双
方
の
同
意
に
も

　
　
と
づ
く
離
婚
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
本
法
が
規
定
す
る
手

　
　
続
き
に
従
っ
て
、
裁
判
上
決
定
さ
れ
る
こ
と

第
三
条
　
訴
に
よ
る
事
実
お
よ
び
離
婚
原
因
の
認
定
は
、
裁
判
官
の
自
由

　
裁
量
に
ょ
る
。

第
四
条
　
離
婚
決
定
に
際
し
、
裁
判
官
は
特
に
、
夫
婦
双
方
の
社
会
的
経

　
済
的
状
況
、
教
育
程
度
、
家
族
共
同
体
の
一
般
的
状
態
な
ら
び
に
請
求

　
に
よ
る
離
婚
原
因
の
決
定
お
よ
び
裁
否
に
関
す
る
そ
の
他
何
ら
か
の
状

　
況
も
し
く
は
要
件
を
検
討
す
る
。

第
五
条
判
決
の
特
に
重
要
な
根
拠
は
、
本
法
が
第
一
八
条
に
規
定
す
る

　
家
族
保
護
機
関
（
9
鴉
巳
ω
ヨ
o
号
↓
舞
o
冨
留
冨
吋
凶
巨
富
）
の
答
申

　
で
あ
り
、
そ
の
答
申
は
離
婚
自
体
に
関
す
る
事
柄
に
限
ら
ず
、
未
成
年
の

　
子
の
扶
養
料
（
毘
ヨ
①
導
8
）
と
後
見
（
言
§
言
）
に
関
す
る
事
柄
お
よ
び

　
配
偶
者
間
の
当
然
支
払
う
べ
き
扶
養
料
と
慰
謝
料
（
甘
留
B
巳
鋸
鼠
8
）

　
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
も
包
含
さ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

　
一
の
判
決
文
に
示
さ
れ
る
判
決
の
目
的
が
、
以
上
の
す
べ
て
の
事
柄
に

　
わ
た
る
か
ら
で
あ
る
。

チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

第
六
条
判
決
は
、
離
婚
請
求
の
認
否
を
問
わ
ず
、
国
家
に
よ
っ
て
保
護

　
さ
れ
た
、
社
会
的
価
値
を
創
り
出
す
家
族
の
保
護
に
つ
い
て
熟
慮
さ
れ

　
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

第
七
条
　
離
婚
訴
訟
は
、
当
該
夫
婦
の
み
が
提
起
し
う
る
。
訴
に
よ
る
特

　
定
原
因
が
有
責
性
（
8
一
B
）
を
含
む
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
無
責
配

　
偶
者
（
a
身
轟
巴
8
8
導
o
）
の
み
が
こ
れ
を
な
し
得
る
。
前
述
の
原

　
因
が
客
観
的
あ
る
い
は
無
責
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
訴
訟
は
夫
婦

　
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
認
め
ら
れ
る
。
双
方
有
責
の
場
合
も
同
様
で
あ

　
る
。

第
八
条
　
一
八
才
未
満
の
場
合
、
も
し
く
は
婚
姻
の
儀
式
よ
り
三
年
経
過

　
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
夫
婦
の
年
令
の
い
か
ん
を
間
わ
ず
、
夫
婦
は

　
離
婚
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
九
条
　
被
告
た
る
配
偶
者
は
、
同
一
の
も
し
く
は
他
の
離
婚
原
因
を
申

　
し
立
て
て
反
訴
（
器
8
導
魯
ε
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
〇
条
離
婚
訴
訟
は
以
下
の
場
合
に
消
滅
す
る
。

　
④
　
有
責
性
に
関
し
て
、
無
責
も
し
く
は
侮
辱
を
受
け
た
配
偶
者
の
宥

　
　
恕
（
℃
段
ま
昌
）
あ
る
場
合
、
も
し
く
は
裁
判
上
の
請
求
の
有
無
を
問

　
　
わ
ず
、
両
者
の
和
解
（
お
8
8
島
8
ま
昌
）
あ
る
場
合
。
両
配
偶
者
の

　
　
自
発
的
同
居
（
8
鼠
三
欝
9
8
ぎ
注
簿
賎
帥
）
は
、
法
律
上
和
解
と

　
　
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
、
も
し
く
は
そ
の
後
に
知
っ
た
原
因
の
た

　
　
め
に
、
離
婚
訴
訟
手
続
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

八
七



チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

　
　
　
原
因
が
本
法
第
二
条
の
二
ま
た
は
三
に
あ
た
る
場
合
に
は
、
和
解

　
　
は
な
し
得
な
い
し
、
共
同
生
活
の
停
止
（
鶏
ω
需
富
坤
8
8
冨

　
　
＜
一
量
窪
8
ヨ
巨
）
に
も
あ
た
ら
な
い
。

　
＠
　
一
般
原
則
に
従
っ
て
規
定
さ
れ
た
訴
訟
手
続
上
の
取
り
下
げ

　
　
（
暮
き
3
8
）
に
よ
る
。
但
し
三
ヵ
月
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ
の

　
　
限
り
で
は
な
い
。

　
の
　
訴
訟
当
事
者
で
あ
る
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
の
死
亡
。

　
◎
　
離
婚
訴
訟
が
開
始
し
た
後
一
年
で
時
効
（
冥
①
ω
9
鷺
一
診
）
と
な

　
　
る
。

第
二
条
夫
婦
間
に
お
け
る
離
婚
の
効
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
④
　
婚
姻
の
解
消
（
＆
8
ビ
9
3
号
一
臼
讐
ニ
ヨ
o
巳
o
）
そ
し
て
そ
の
結

　
　
果
と
し
て
、
婚
姻
関
係
（
の
o
。
一
8
匿
8
昌
≦
讐
一
）
が
存
在
す
る
場

　
　
合
に
も
そ
の
解
消
。

　
＠
　
ア
リ
モ
ニ
ー
支
払
い
の
義
務
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
共
同
生
活
停

　
　
止
の
場
合
に
お
け
る
、
ア
リ
モ
ニ
ー
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け

　
　
る
も
の
で
、
以
下
の
ご
と
く
特
定
さ
れ
る
。

　
　
ω
　
ア
リ
モ
ニ
ー
に
関
す
る
一
般
的
な
必
要
要
件
を
具
備
し
、
夫
婦

　
　
　
の
一
方
が
有
責
の
宣
告
を
受
け
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
有
責

　
　
　
性
の
程
度
が
夫
婦
の
他
の
一
方
よ
り
大
き
い
場
合
に
は
、
ア
リ
モ

　
　
　
ニ
ー
支
払
い
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
。

　
　
②
　
ア
リ
モ
ニ
ー
は
裁
判
官
の
決
定
す
る
こ
ろ
に
従
い
、
適
切
か
つ

八
八

　
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
裁
判
官
は
当
該
事
件
の
諸
事

　
情
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
任
意
に
こ
れ
を
調
整
す
る
。

③
　
裁
判
官
は
、
ア
リ
モ
ニ
ー
の
義
務
を
負
わ
せ
る
場
合
、
家
庭
が

　
あ
る
場
合
に
は
ア
リ
モ
ニ
ー
の
用
い
方
に
関
し
て
決
定
し
、
可
能

　
な
限
り
、
子
の
看
護
（
言
§
魯
）
を
行
な
う
配
偶
者
に
そ
れ
を
付

　
与
す
る
。
但
し
子
の
全
部
に
つ
い
て
は
考
慮
を
要
し
な
い
場
合
に

　
は
前
記
の
こ
と
は
、
同
一
の
家
庭
に
お
け
る
継
続
が
よ
り
一
層
必

　
要
な
子
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
る
。

④
婚
姻
の
解
消
時
に
夫
婦
間
で
ア
リ
モ
ニ
ー
の
義
務
の
手
続
き
を

　
と
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
い
か
な
る
事
情
の
変
更
が
あ
ろ
う
と

　
も
、
後
に
そ
の
義
務
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
離
婚
中
に
ア

　
リ
モ
ニ
ー
の
義
務
の
正
当
な
原
因
が
消
滅
し
、
そ
れ
が
判
決
で
宣

　
言
さ
れ
た
場
合
に
は
、
前
記
の
義
務
は
い
か
な
る
事
情
の
変
更
が

　
あ
ろ
う
と
も
、
永
久
に
消
滅
す
る
。

⑤
　
離
婚
を
認
め
る
判
決
が
、
特
に
夫
婦
間
の
ア
リ
モ
ニ
ー
に
関
し

　
て
言
及
し
て
お
り
、
か
つ
後
の
裁
判
で
他
の
判
決
が
下
さ
れ
た
と

　
き
に
は
、
従
前
の
判
決
は
、
そ
の
部
分
に
お
い
て
当
然
修
正
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
　
ア
リ
モ
ニ
ー
を
付
与
す
る
義
務
は
、
特
に
付
与
さ
れ
る
も
の
が

　
新
た
に
婚
姻
を
締
結
す
る
か
、
も
し
く
は
そ
の
者
が
明
ら
か
な
内

　
縁
関
係
（
8
琴
昌
げ
醇
o
）
に
な
っ
た
場
合
に
は
中
断
す
る
。



　
の
　
有
責
と
宣
告
さ
れ
た
配
偶
者
、
も
し
く
は
離
婚
裁
判
手
続
に
先
だ

　
　
つ
共
同
生
活
の
停
止
の
判
決
で
有
責
と
宣
告
さ
れ
た
者
は
、
無
責
も

　
　
し
く
は
有
責
性
が
少
な
い
配
偶
者
に
も
た
ら
さ
れ
た
、
物
質
的
、
精

　
　
神
的
損
害
の
賠
償
の
義
務
を
負
う
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
離
婚
手
続

　
　
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
付
随
的
に
判
決
の
遂
行
に
お
い
て
審
理
さ
れ

　
　
る
。

　
◎
無
責
も
し
く
は
有
責
性
が
少
な
い
と
宣
言
さ
れ
た
夫
婦
の
一
方

　
　
は
、
確
証
さ
れ
た
判
決
の
後
三
ヵ
月
以
内
に
、
夫
婦
の
他
の
一
方
の

　
　
た
め
に
な
し
た
贈
与
（
3
葛
9
0
器
ω
）
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
㊨
　
離
婚
は
、
新
し
い
婚
姻
を
締
結
す
る
た
め
に
、
前
の
配
偶
者
に
対

　
　
し
て
執
行
す
る
。
但
し
、
第
二
の
婚
姻
に
関
す
る
民
法
典
第
一
二

　
　
四
条
な
い
し
第
一
三
〇
条
の
規
定
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
二
条
離
婚
に
お
け
る
、
両
親
と
子
と
の
人
的
関
係
お
よ
び
世
襲
財

　
産
は
、
共
同
生
活
の
停
止
お
よ
び
婚
姻
の
取
り
消
し
に
関
す
る
現
行
法

　
規
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
。

第
二
二
条
離
婚
を
宣
言
し
た
裁
判
官
は
、
同
じ
判
決
中
で
、
子
の
後
見

　
お
よ
び
こ
れ
に
相
応
す
る
扶
養
料
に
関
し
て
言
い
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。
事
の
性
質
上
、
新
し
い
事
実
も
し
く
は
状
況
に
応
じ
て
、
後
に

　
新
た
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
四
条
離
婚
手
続
に
お
い
て
援
助
を
委
託
さ
れ
た
家
族
保
護

　
機
関
は
、
前
条
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
夫
婦
双
方

チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

　
の
子
の
後
見
お
よ
び
扶
養
料
に
つ
き
、
適
当
な
段
階
で
、
か
つ
有
意
義

　
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
業
務
を
拡
張
す
る
。

第
一
五
条
請
求
の
一
覧
に
先
だ
っ
て
、
裁
判
官
は
夫
婦
の
各
自
に
聴
間

　
し
、
調
停
（
8
糞
崖
碧
一
8
）
を
試
み
る
。
夫
婦
の
い
ず
れ
か
の
口
頭
も

　
し
く
は
文
書
に
よ
る
請
求
に
対
し
、
前
述
の
聴
訴
の
た
め
に
召
喚
す
る
。

　
両
者
が
あ
ゆ
み
寄
る
こ
と
が
な
い
場
合
に
は
、
和
解
（
お
8
鷺
証
9
8
）

　
が
な
い
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
請
求
は
一
般
規
定
に
従
っ
て
通
達
さ
れ

　
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条
、
調
停
の
結
果
、
和
解
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
ま
で
の

　
記
録
と
と
も
に
、
昼
原
告
た
る
凹
配
偶
者
が
提
出
し
た
請
求
を
付
け
加

　
え
、
同
一
の
聴
訴
で
被
告
た
る
配
偶
者
に
通
達
す
る
。

第
一
七
条
　
召
喚
さ
れ
た
、
も
し
く
は
被
告
た
る
配
偶
者
の
住
所
（
3
亭

　
§
ぎ
）
も
し
く
は
居
所
（
お
巴
脅
馨
㌶
）
の
決
定
が
困
難
な
場
合
に
は
、

　
民
事
訴
訟
法
典
（
O
＆
お
o
留
霞
0
8
象
彗
一
臼
8
9
藁
）
第
五
四
条
に

　
も
と
づ
い
て
請
求
を
通
知
し
、
引
き
続
い
て
未
成
年
者
の
後
見
人
（
o
亭

　
轟
山
簿
毘
犀
o
日
）
を
指
定
す
る
手
続
き
を
と
る
。
そ
の
指
定
は
、
家

　
族
保
護
機
関
の
適
当
な
職
務
の
老
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
そ
の
任
命
は
、
同
機
関
に
よ
り
な
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の
手
続
き
は
要
し

　
な
い
。

第
一
八
条
請
求
に
応
じ
て
、
裁
判
官
は
法
的
要
件
に
よ
る
証
拠
付
け
を

　
受
け
た
訴
因
を
即
座
に
受
入
れ
、
同
時
に
、
家
族
保
護
機
関
に
対
し

八
九



チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

　
て
、
家
族
に
つ
い
て
の
完
全
な
報
告
を
要
請
す
る
。
そ
の
報
告
は
、
書

　
類
に
よ
り
、
以
下
の
紛
争
事
実
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
当

　
該
紛
争
の
周
囲
の
状
況
、
近
親
者
お
よ
び
そ
の
子
孫
、
家
族
の
経
済
的

　
状
態
、
各
個
人
の
前
歴
、
夫
婦
各
自
の
労
働
機
能
お
よ
び
現
存
の
法
の

　
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
判
決
の
言
い
渡
し
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
こ

　
と
。

第
一
九
条
前
述
の
報
告
は
、
請
求
を
受
け
て
か
ら
三
〇
日
以
内
に
行
な

　
い
、
召
喚
状
に
同
封
し
、
前
述
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
同
機
関
職
員
の

　
責
任
の
も
と
に
提
出
さ
れ
た
、
専
門
家
の
報
告
書
と
み
な
さ
れ
る
。

　
　
前
述
の
期
限
が
終
了
し
て
も
、
報
告
書
が
完
了
し
て
い
な
い
場
合
に

　
は
、
す
で
に
得
た
前
掲
の
資
料
お
よ
び
結
果
を
即
座
に
裁
判
所
へ
送
付

　
す
る
。

第
二
〇
条
そ
の
調
査
は
、
特
に
実
質
的
な
真
実
（
旨
跨
豊
巴
け
馨
浮
）

　
の
獲
得
に
向
け
ら
れ
る
。
か
つ
証
明
方
法
は
、
共
同
体
の
法
に
つ
い
て

　
確
立
し
た
狭
義
の
も
の
に
限
定
さ
れ
な
い
。
そ
の
証
拠
は
、
判
決
を
正

　
確
に
下
す
義
務
を
負
う
裁
判
官
の
良
心
に
従
っ
て
評
価
さ
れ
る
。

第
二
一
条
　
裁
判
官
は
、
訴
訟
書
類
を
調
査
し
、
よ
り
妥
当
な
解
決
の
た

　
め
に
、
制
限
を
付
す
る
こ
と
な
く
、
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
で

　
ぎ
る
。

第
二
二
条
　
以
下
の
も
の
は
、
離
婚
訴
訟
に
お
け
る
必
要
的
手
続
き
で
あ

　
る
。
ま
ず
初
め
に
調
停
の
た
め
に
召
喚
し
、
家
族
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
．

九
〇

　
次
い
で
、
不
服
の
な
い
場
合
に
は
相
談
指
導
を
な
し
、
さ
ら
に
各
控
訴

　
裁
判
所
の
検
察
官
に
通
告
す
る
。

第
…
二
条
　
離
婚
を
決
定
し
た
確
定
判
決
は
、
戸
籍
簿
に
婚
姻
登
録
の
記

　
載
あ
る
も
の
に
限
っ
て
、
当
事
者
間
お
よ
び
対
第
三
者
間
に
効
力
を
生

　
じ
る
。
但
し
こ
の
登
録
は
、
判
決
確
定
の
後
三
〇
日
以
内
に
な
さ
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
四
条
　
特
別
処
置
の
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
通
常
の

　
裁
判
規
則
を
適
用
す
る
。

第
二
五
条
、
離
婚
、
婚
姻
の
解
消
お
よ
び
別
居
に
つ
い
て
の
訴
訟
に
お
い

　
て
は
、
貧
困
の
特
権
（
冥
一
邑
濃
δ
号
宕
9
①
§
）
の
必
要
条
件
を
満

　
た
す
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
に
反
す
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
た

　
場
合
に
は
、
い
か
な
る
訴
訟
状
態
で
あ
ろ
う
と
も
、
取
得
し
た
負
担
を

　
告
知
し
、
各
料
金
表
に
定
め
ら
れ
た
謝
礼
金
や
手
数
料
を
支
払
う
義
務

　
が
あ
る
。
こ
の
権
利
は
、
夫
婦
の
一
方
も
し
く
は
双
方
の
た
め
に
消
滅

　
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
六
条
家
庭
裁
判
所
（
日
ユ
び
毯
巴
8
国
眉
g
芭
o
ω
号
冨
浮
邑
痘
）

　
不
存
在
の
た
め
、
離
婚
事
件
は
高
額
民
事
裁
判
所
（
甘
お
銭
0
9
芭

　
留
富
霞
器
号
冨
塁
震
O
鍔
9
貯
）
に
お
い
て
論
議
さ
れ
る
。
当

　
該
区
（
U
の
窟
旨
蝉
B
窪
8
）
に
二
箇
所
以
上
の
裁
判
所
が
存
在
す
る
場

　
合
に
は
、
最
初
に
婚
姻
を
認
定
し
た
と
こ
ろ
が
行
う
。
第
二
審
で
、
当

　
該
裁
判
所
に
二
箇
所
以
上
の
部
（
留
ξ
）
が
あ
る
場
合
、
訴
訟
は
上
訴



　
裁
判
所
の
第
一
部
で
審
理
さ
れ
る
。

第
二
七
条
　
一
時
的
と
永
続
的
と
を
問
わ
ず
共
同
生
活
の
停
止
に
関
す
る

　
現
行
法
規
は
維
持
さ
れ
る
。
同
時
に
、
民
法
典
、
民
事
婚
姻
法
お
よ
び

　
そ
の
他
の
法
律
で
現
在
使
わ
れ
て
い
る
「
離
婚
」
と
い
う
言
葉
を
、
法

　
令
あ
る
い
は
規
則
お
よ
び
そ
の
他
の
義
務
規
範
の
形
式
と
同
様
、
「
共

　
同
生
活
の
停
止
」
に
変
更
す
る
。

　
　
民
事
婚
姻
法
第
二
一
条
お
よ
び
二
二
条
を
削
除
す
る
。
一
時
的
と
永

　
続
的
と
を
問
わ
ず
、
共
同
生
活
の
停
止
の
訴
訟
原
因
は
、
本
法
第
二
条

　
に
示
さ
れ
た
と
同
一
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
同
生
活
の
停

　
止
を
取
り
扱
う
場
合
、
裁
判
官
は
各
事
件
に
つ
き
、
前
記
の
別
居
が
一

　
時
的
で
あ
る
か
永
続
す
る
も
の
か
を
決
定
す
る
。

第
二
八
条
民
法
典
第
一
〇
二
条
は
、
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
「
第

　
一
〇
二
条
、
婚
姻
は
一
人
の
男
性
と
一
人
の
女
性
と
の
完
全
な
結
合
を

　
め
ざ
す
、
家
族
の
法
律
上
の
行
為
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
共
に
生
活

　
し
、
責
任
の
あ
る
方
法
で
家
族
を
組
識
し
、
育
成
し
、
あ
る
い
は
共
同

　
体
の
完
全
な
進
歩
に
連
帯
し
て
干
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
婚
姻
は
一
生

　
涯
結
ぽ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
法
定
原
因
に
よ
っ
て
解
消
す
る
こ

　
と
が
可
能
で
あ
る
。
」

第
二
九
条
民
事
婚
姻
法
第
三
七
条
に
、
以
下
の
文
章
を
付
け
加
え
る
こ

　
と
。
「
第
三
項
　
離
婚
判
決
に
関
し
て
」

第
三
〇
条
　
戸
籍
法
第
四
条
第
四
項
に
お
い
て
、
「
婚
姻
」
の
あ
と
に
「
ま

チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

　
た
は
離
婚
」
を
挿
入
す
る
。

第
三
一
条
民
法
典
第
一
五
五
条
の
最
後
に
、
以
下
の
但
書
を
つ
け
加
え

　
る
。
「
夫
婦
の
共
同
生
活
が
二
年
以
上
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

　
財
産
の
分
割
も
同
様
に
処
理
す
る
こ
と
。
」

第
三
二
条
　
民
法
典
第
一
七
六
四
条
第
三
項
に
お
い
て
、
「
永
久
的
別
居

　
（
＆
〈
o
容
δ
需
壱
9
8
）
」
を
「
永
久
も
し
く
は
一
時
的
な
共
同
生
活
の

　
停
止
」
と
変
更
す
る
。

第
三
三
条
本
法
に
言
う
家
族
保
護
お
よ
び
技
術
援
助
機
関
は
、
新
た
に

　
創
設
す
る
か
、
も
し
く
は
適
切
な
現
存
の
国
家
機
関
に
委
託
し
、
こ
れ

　
に
関
し
必
要
な
も
の
は
開
設
す
る
。

　
　
共
和
国
大
統
領
は
、
前
述
の
二
機
関
に
対
し
、
適
当
な
命
令
を
下
す

　
権
限
を
有
し
、
国
内
の
異
な
る
区
域
間
の
問
題
の
場
合
で
も
例
外
で
は

　
な
い
。
大
統
領
は
六
ヵ
月
以
内
に
こ
れ
を
な
す
も
の
と
す
る
。

第
三
四
条
儀
式
の
形
式
性
に
関
す
る
原
因
に
も
と
づ
く
婚
姻
無
効
の
訴

　
は
、
上
記
儀
式
か
ら
一
年
で
時
効
と
な
る
。

暫
定
規
定

　
ω
前
条
に
述
べ
た
無
効
の
訴
は
、
前
に
儀
式
の
と
り
行
な
わ
れ
た
婚

　
　
姻
に
関
し
て
は
、
本
法
公
布
の
日
よ
り
一
年
で
時
効
と
な
る
。

　
②
　
本
法
は
、
公
布
の
日
よ
り
六
〇
日
後
に
発
効
す
る
。

九
一



チ
リ
に
お
け
る
離
婚
法
案
の
審
議
と
「
一
九
七
二
年
法
案
」

九
二

あ
と
が
き

　
本
稿
で
は
、
一
九
七
二
年
フ
エ
ジ
ョ
教
授
に
よ
る
完
全
離
婚
法
案
の
作

成
に
至
る
経
過
と
問
題
と
な
っ
た
点
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、
各
条
文

に
組
み
込
ま
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
カ
ト
リ
ッ
ク
婚
姻
観
の
背

景
を
も
つ
と
は
い
え
、
離
婚
原
因
、
家
庭
裁
判
所
等
に
つ
い
て
、
非
常
に

興
味
深
い
間
題
が
多
い
。

　
し
か
し
、
一
九
七
三
年
九
月
ア
ジ
ェ
ン
デ
民
主
政
権
が
軍
事
ク
ー
デ
タ

ー
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
後
、
道
徳
に
関
す
る
復
古
思
想
が
支
配
し
て
い
る

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
離
婚
法
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
序
註
（
6
）

に
あ
げ
た
三
冊
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
在
チ
リ
日
本
大
使
館
の
ご

好
意
に
よ
っ
て
取
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
資
料
と

思
わ
れ
る
。
誌
上
を
借
り
て
厚
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
な
お
、
文
本
中
に
述
べ
た
一
八
五
五
年
の
チ
リ
民
法
典
は
、
一
部
改
正
、

廃
止
等
の
変
更
が
あ
る
と
は
い
え
、
今
目
も
な
お
現
行
法
典
と
し
て
の

効
力
を
有
し
て
い
る
が
、
幸
い
に
も
、
当
比
較
法
研
究
所
に
、
民
法
典

（
O
＆
貫
o
Ω
〈
芦
一
3
0
。
）
の
他
数
冊
の
解
説
書
（
国
o
ω
ω
Φ
一
ω
欝
＜
＆
郵

国
自
β
器
旧
寓
》
Z
q
》
い
U
国
い
U
国
国
国
O
国
O
U
国
い
》
閃
》
匡
H
＝
ン

一
〇
㎝
o
。
》
ω
ω
8
一
9
目
9
困
o
旨
一
ω
竃
引
雷
お
8
『
導
㊤
山
①
一
。
＆
凶
α
q
o

o
一
く
一
一
一
〇
認
も
貫
）
が
あ
る
の
で
、
離
婚
法
案
を
含
む
家
族
関
係
法
規
相

互
間
の
検
討
を
進
め
る
上
で
、
併
せ
て
利
用
し
た
い
。


